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 A  bstructs 
An investigation contest for junior- and senior-high school students,  "The Fukui Science and 
Mathematics Grand Prize", was held in winter 2008. It aimed to promote the interest in 
mathematics, science and technology and to encourage the inquisitive spirit. The score was 
evaluated by their problem solving process and the presentation rather than their knowledge and 
skills that are studied in a school class.









































































































































































































































せるおもりをペ ッ トボ トルなどで試 したりして,
以下の課題に決定した.
表5理 科グランプリの課題1・2
課題1紙 を使 って,軽 くて丈夫な 「台」 を
っ く りな さい,た だ し,軽 くて丈夫である
とは,
(台の上のお も りの重 さ)9÷(台 の重 さ)
gの 値 が大 きい場合 とす る.
課題2課 題1の 結果を もとに,各 グルー プ
の作戦や 二[夫点 を発表 しな さい.
















益 ・1・ 愚 ・6・
実璋に使う 「おもi」


























・改良 ・工央 したこ と
・製 作物の性能




























































































































































































当 日の審査をすべて行 うことは,か な りの負担で
あった,審 査基準を明確に して,審 査員 は別の教
員 に依頼することや,会 場設営な どはアルバイ ト
学生に頼むことも考え られ る,ま た,実 行委員の
メンバーを徐々に変更 してい くことも,今 後継続
してい く上で も教員 の力量形成 の面 か らも必要
であ る,
また,大 人数の参加は,「裾 野を広 げる」 とい
う意味では望ま しい ものだ った,し か し17チ ー
ムの参加 は,大 会議室 を会場にできたか らこそ一一
会場で実現できた ものである,こ れ以上の大人数
の参加 に対 しては,裾 野 を広げる趣 旨を考慮 した
予選会の開催な ど,さ らなる検討 が必要である.
また,採 点 の時間な どを活用 して参加生徒 同士の
交流の機会 を作るな ど,さ らに楽 しい グランプ リ




2)教 育 ・文化ふ くい創造会議
http://冊・覧pref.fukui.lg,jp/doc/kyous已i/
souzouk呂ig〆teigen,htm1
(受理2009年11月2日)
